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(57)【要約】
【課題】暖房運転時において、床上空間を素早く暖める
即効性を有し、そのうえ、実用化レベルで冷房運転も行
える空調システムを提供する。
【解決手段】建物１の床下空間４に、屋外の屋外機２と
接続されたヒートポンプ式のエアコンディショナの屋内
機３が設置されており、建物１の床上空間５と床下空間
４との間の床部１ａに、排気口６と給気口７とが設けら
れており、排気口６とエアコンディショナの屋内機３の
吸込部３１との間及び給気口７とエアコンディショナの
屋内機３の床上用吹出部３２との間が、ダクト８１，８
２でそれぞれ接続されており、エアコンディショナの屋
内機３には、床下空間４への床下用吹出部３３が設けら
れているとともに、床部１ａには、ダクトを介さない給
気口７とは別の給気口９が設けられた構成とされている
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物の床下空間に空調装置が設置された空調システムであって、
　前記空調装置には、床上用放熱冷部と、床下用放熱部と、吸込部とが設けられており、
　前記空調装置は、少なくとも温風及び冷風のいずれか一方を吹き出す装置であり、前記
床上用放熱冷部は、床上用吹出部であり、
　前記建物の床上空間に面して給気口が設けられており、
　前記空調装置の前記床上用放熱冷部と前記給気口とがダクトを介して接続されて、前記
床上空間に放熱冷可能とされ、
　前記空調装置の前記床下用放熱部は、前記床下空間に放熱可能とされていることを特徴
とする空調システム。
【請求項２】
　前記床上空間に面して排気口が設けられており、当該排気口を通じて、前記空調装置の
前記吸込部が前記床上空間の空気を吸込可能とされていることを特徴とする請求項１に記
載の空調システム。
【請求項３】
　前記排気口と前記空調装置の前記吸込部とが、ダクトを介して接続されていることを特
徴とする請求項２に記載の空調システム。
【請求項４】
　前記空調装置の前記床下用放熱部は、温風を吹き出す床下用吹出部であることを特徴と
する請求項１乃至３のいずれか１項に記載の空調システム。
【請求項５】
　前記床上空間に面して、前記給気口とは別の給気口が設けられており、当該別の給気口
は、前記床下空間と前記床上空間との間を連通していることを特徴とする請求項１乃至４
のいずれか１項に記載の空調システム。
【請求項６】
　前記空調装置の前記床上用放熱冷部からの放熱冷と、前記床下用放熱部からの放熱とを
、それぞれ独立して制御可能とされていることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１
項に記載の空調システム。
【請求項７】
　前記空調装置に、前記吸込部とは別に、床下用吸込部が設けられていることを特徴とす
る請求項１乃至６のいずれか１項に記載の空調システム。
【請求項８】
　前記建物の前記床上空間には、１階部分の空間と上階部分の空間とが設けられており、
前記上階部分の空間に面して給気口が設けられ、当該給気口と前記空調装置の上階用吹出
部との間も、ダクトで接続されていることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に
記載の空調システム。
【請求項９】
　前記別の給気口は、開閉可能とされていることを特徴とする請求項５に記載の空調シス
テム。
【請求項１０】
　前記空調装置は、ヒートポンプ式のエアコンディショナの屋内機であり、屋外に設置さ
れた屋外機と接続されていることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の空
調システム。
【請求項１１】
　前記床下空間は、前記建物の床と基礎底盤コンクリートと基礎側壁コンクリートとに囲
まれているとともに、前記基礎側壁コンクリートには基礎断熱材が取り付けられているこ
とを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の空調システム。
【請求項１２】
　前記空調装置は、除湿機能を有することを特徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項
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に記載の空調システム。
【請求項１３】
　前記空調装置が暖房運転時には、前記床上用放熱冷部と前記床下用放熱部のいずれか一
方又は両者から放熱する制御がなされることを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１
項に記載の空調システム。
【請求項１４】
　前記空調装置が冷房運転時には、前記床上用放熱冷部から放冷し、前記床下用放熱部か
らは放熱しない制御がなされることを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１項に記載
の空調システム。
【請求項１５】
　前記空調装置の前記床下用放熱部に、分岐チャンバが接続されていることを特徴とする
請求項１乃至１４のいずれか１項に記載の空調システム。
【請求項１６】
　前記空調装置が前記床下空間に複数台設置されていることを特徴とする請求項１乃至１
５のいずれか１項に記載の空調システム。
【請求項１７】
　請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の空調システムを備えていることを特徴とする
建物。
【請求項１８】
　前記建物は、工場生産された複数の建物ユニットを、現地で接合して成るユニット建物
であり、平面視で、当該ユニット建物の外周の基礎は連続しており、前記床下空間におい
て、前記複数の建物ユニットのコーナー部分で柱同士が隣り合う部分の下部には、束状の
基礎が設けられているが、それ以外の部分には、基礎は存在しないことを特徴とする請求
項１７に記載の建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物の床下空間に空調装置が設置された空調システム及び同空調システムを
備えた建物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、建物の床下空間に空調装置が設置された空調システムが知られている（例え
ば、特許文献１，２を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－３１３０４１号公報
【特許文献２】特開２００７－０５１８５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、これらの従来の空調システムは、いずれも、空調装置の吹出部が床下空
間内にあるため、暖房運転時において、床上空間を均一にムラなく暖めるとともに頭寒足
熱の快適な環境を実現できるという床下暖房の長所は有するものの、床上空間を素早く暖
める即効性を欠いていた。
【０００５】
　また、これらの従来の空調システムでは、冷房運転も、理論上は可能であるが、床下空
間内に冷気が循環すれば、結露が生じ、更に乾燥し難く、この結露の発見は困難なため、
カビなどが発生してしまうなどのおそれがあり、実用化に至るものではなかった。
【０００６】
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　そこで、本発明は、暖房運転時において、床上空間を素早く暖める即効性を有し、その
うえ、実用化レベルで冷房運転も行える空調システム及び同空調システムを備えた建物を
提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するために、本発明の空調システムは、建物の床下空間に空調装置が設
置された空調システムであって、前記空調装置には、床上用放熱冷部と、床下用放熱部と
、吸込部とが設けられており、前記空調装置は、少なくとも温風及び冷風のいずれか一方
を吹き出す装置であり、前記床上用放熱冷部は、床上用吹出部であり、前記建物の床上空
間に面して給気口が設けられており、前記空調装置の前記床上用放熱冷部と前記給気口と
がダクトを介して接続されて、前記床上空間に放熱冷可能とされ、前記空調装置の前記床
下用放熱部は、前記床下空間に放熱可能とされていることを特徴とする。
【０００８】
　なお、前記床下用放熱部は、温風を吹き出す方式に限定されず、輻射熱を放熱する方式
も含まれる。
【０００９】
　ここで、前記床上空間に面して排気口が設けられており、当該排気口を通じて、前記空
調装置の前記吸込部が前記床上空間の空気を吸込可能とされているとよい。
【００１０】
　また、前記排気口と前記空調装置の前記吸込部とが、ダクトを介して接続されていても
よい。
【００１１】
　さらに、前記空調装置の前記床下用放熱部は、温風を吹き出す床下用吹出部であっても
よい。
【００１２】
　なお、前記空調装置の前記床下用放熱部は、放熱だけを行う電熱器などの放熱部も含ま
れる。
【００１３】
　また、前記床上空間に面して、前記給気口とは別の給気口が設けられており、当該別の
給気口は、前記床下空間と前記床上空間との間を連通していてもよい。
【００１４】
　さらに、前記空調装置の前記床上用放熱冷部からの放熱冷と、前記床下用放熱部からの
放熱とを、それぞれ独立して制御可能とされているとよい。
【００１５】
　なお、前記床上用放熱冷部と前記床下用放熱部とに、それぞれ開閉弁を設けたり、個別
にファンを設けることで、このように、それぞれ独立して制御可能となる。
【００１６】
　また、前記空調装置に、前記吸込部とは別に、床下用吸込部が設けられていてもよい。
【００１７】
　さらに、前記建物の前記床上空間には、１階部分の空間と上階部分の空間とが設けられ
ており、前記上階部分の空間に面して給気口が設けられ、当該給気口と前記空調装置の上
階用吹出部との間も、ダクトで接続されていてもよい。
【００１８】
　また、前記別の給気口は、開閉可能とされているとよい。
【００１９】
　さらに、前記空調装置は、ヒートポンプ式のエアコンディショナの屋内機であり、屋外
に設置された屋外機と接続されているとよい。
【００２０】
　また、前記床下空間は、前記建物の床と基礎底盤コンクリートと基礎側壁コンクリート
とに囲まれているとともに、前記基礎側壁コンクリートには基礎断熱材が取り付けられて
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いるとよい。
【００２１】
　さらに、前記空調装置は、除湿機能を有するとよい。
【００２２】
　また、前記空調装置が暖房運転時には、前記床上用放熱冷部と前記床下用放熱部のいず
れか一方又は両者から放熱する制御がなされるとよい。
【００２３】
　さらに、前記空調装置が冷房運転時には、前記床上用放熱冷部から放冷し、前記床下用
放熱部からは放熱しない制御がなされるとよい。
【００２４】
　また、前記空調装置の前記床下用放熱部に、分岐チャンバが接続されていてもよい。
【００２５】
　さらに、前記空調装置が前記床下空間に複数台設置されていてもよい。
【００２６】
　本発明の建物は、上記したいずれかの空調システムを備えていることを特徴とする。
【００２７】
　ここで、前記建物は、工場生産された複数の建物ユニットを、現地で接合して成るユニ
ット建物であり、平面視で、当該ユニット建物の外周の基礎は連続しており、前記床下空
間において、前記複数の建物ユニットのコーナー部分で柱同士が隣り合う部分の下部には
、束状の基礎が設けられているが、それ以外の部分には、基礎は存在しないとよい。
【発明の効果】
【００２８】
　このような本発明の空調システムは、建物の床下空間に空調装置が設置された空調シス
テムである。
【００２９】
　そして、空調装置には、床上用放熱冷部と、床下用放熱部と、吸込部とが設けられてお
り、空調装置は、少なくとも温風及び冷風のいずれか一方を吹き出す装置であり、床上用
放熱冷部は、床上用吹出部であり、建物の床上空間に面して給気口が設けられており、空
調装置の床上用放熱冷部と給気口とがダクトを介して接続されて、床上空間に放熱冷可能
とされ、空調装置の床下用放熱部は、床下空間に放熱可能とされた構成とされている。
【００３０】
　こうした構成なので、暖房運転時には、ダクトを介して、空調装置により、床上空間を
素早く暖める即効性を有する。
【００３１】
　また、空調装置の床下用吹出部である床下用放熱冷部から暖気を吹き出し、床下空間を
暖めることで、床を介して熱が伝達し、床上空間を均一にムラなく暖めるとともに頭寒足
熱の快適な環境となる床下暖房を行うこともできる。
【００３２】
　ここで、床上空間に面して排気口が設けられており、排気口を通じて、空調装置の吸込
部が床上空間の空気を吸込可能とされている場合は、床下用吹出部である床下用放熱冷部
から吹き出される暖気又は冷気は、埃の少ない床上空間を循環するため、空調装置の吸込
部のフィルターが目詰まりしにくく、メンテナンスの頻度を大幅に低減することができる
。
【００３３】
　また、排気口と空調装置の吸込部とが、ダクトを介して接続されている場合は、冷房運
転時には、ダクトにより、冷気が床下空間に漏れないため、床下空間に結露が生じず、実
用化レベルで冷房運転も行える。
【００３４】
　さらに、空調装置の床下用放熱部は、温風を吹き出す床下用吹出部である場合は、空調
装置を、床上用吹出部と床下用吹出部である床下用放熱冷部とが設けられた比較的簡易な
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構造にすることができる。
【００３５】
　また、床上空間に面して、給気口とは別の給気口が設けられており、別の給気口は、床
下空間と床上空間との間を連通している場合は、空調装置に床下用吸込部を別途設けない
で済むため、その分経済的に実施できる。
【００３６】
　さらに、空調装置の床上用放熱冷部からの放熱冷と、床下用放熱部からの放熱とを、そ
れぞれ独立して制御可能とされている場合は、空調装置の床上用吹出部である床上用放熱
冷部からの即効性を有する暖房と、床下用放熱部からの床下暖房と、床下用吹出部である
床下用放熱冷部からの冷房とを簡易に切替制御することができる。
【００３７】
　また、空調装置に、吸込部とは別に、床下用吸込部が設けられている場合は、別の給気
口を設けないで済むため、床上空間の意匠的外観を向上させることができる。
【００３８】
　さらに、建物の床上空間には、１階部分の空間と上階部分の空間とが設けられており、
上階部分の空間に面して給気口が設けられ、給気口と空調装置の上階用吹出部との間も、
ダクトで接続されている場合は、上階部分の空間の冷暖房も行える。
【００３９】
　また、別の給気口は、開閉可能とされている場合は、特に、冷房運転時において、この
別の給気口を閉状態とすることにより、床下空間へ冷気を流入させず、結露を防止すると
ともに、床上空間の冷房効率の低下を防止することができる。
【００４０】
　さらに、空調装置が、ヒートポンプ式のエアコンディショナの屋内機であり、屋外に設
置された屋外機と接続されている場合は、ヒートポンプを用いるため、省エネルギー性能
に優れたものとすることができる。
【００４１】
　また、床下空間が、建物の床と基礎底盤コンクリートと基礎側壁コンクリートとに囲ま
れているとともに、基礎側壁コンクリートには基礎断熱材が取り付けられている場合は、
床下空間を断熱構造とするため、床下空間内の暖気の熱を屋外に極力漏らすことなく、エ
ネルギー効率のよい床下暖房を行える。
【００４２】
　さらに、空調装置が、除湿機能を有する場合は、床上空間に別途除湿機を設置する必要
がなく、日本の湿度の高い夏期の冷房運転時における除湿を行うことができる。
【００４３】
　また、空調装置が暖房運転時には、床上用放熱冷部と床下用放熱部のいずれか一方又は
両者から放熱する制御がなされる場合は、所望の暖房、すなわち、空調装置の床上用放熱
冷部からの即効性を有する暖房、床下用放熱部からの床下暖房又は両者による暖房を行え
る。
【００４４】
　さらに、空調装置が冷房運転時には、床上用放熱冷部から放冷し、床下用放熱部からは
放熱しない制御がなされる場合は、実用化できる冷房、すなわち、床下空間へ冷気を極力
流入させず、結露を防止するとともに、床上空間の冷房効率の低下を防止する冷房を行え
る。
【００４５】
　また、空調装置の床下用放熱部に、分岐チャンバが接続されている場合は、床下空間の
多方向に暖気を吹き出すことができるため、効率的な床下暖房を行うことができる。
【００４６】
　さらに、空調装置が床下空間に複数台設置されている場合は、例えば、建物が２階以上
の階から成り、複数の部屋を有していても、各部屋に対して、本発明の空調システムを実
施することができる。
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【００４７】
　このような本発明の建物は、本発明の空調システムを備えた構成とされているので、上
記した効果を奏する建物とすることができる。
【００４８】
　ここで、建物は、工場生産された複数の建物ユニットを、現地で接合して成るユニット
建物であり、平面視で、ユニット建物の外周の基礎は連続しており、床下空間において、
複数の建物ユニットのコーナー部分で柱同士が隣り合う部分の下部には、束状の基礎が設
けられているが、それ以外の部分には、基礎は存在しない場合は、床下空間が連続してい
るため、空調装置の設置位置の自由度が高く、床下暖房を行った際の温度分布の均一性も
高い。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】実施例１の空調システムを備えた建物の概略構成を説明する説明図である。
【図２】実施例１の空調システムを備えた建物の概略構造を平面視で示す説明図である。
【図３】実施例１の空調システムにおいて、即効性を有する暖房又は冷房を行った状態を
示す説明図である。
【図４】実施例１の空調システムにおいて、床下暖房を行った状態を示す説明図である。
【図５】実施例１の空調システムにおいて、即効性を有する暖房及び床下暖房の両方を行
った状態を示す説明図である。
【図６】実施例２の空調システムを備えた建物の概略構成を説明する説明図である。
【図７】実施例２の空調システムにおいて、暖房又は冷房を行った状態を示す説明図であ
る。
【図８】実施例３の空調システムを備えた建物の概略構成を平面視で示す説明図である。
【図９】実施例４の空調システムを備えた建物の概略構成を説明する説明図である。
【図１０】実施例５の空調システムを備えた建物の概略構成を説明する説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００５０】
　以下、本発明を実施するための形態を、図面に示す実施例１～５に基づいて説明する。
【実施例１】
【００５１】
　先ず、実施例１について説明する。
【００５２】
　図１は、実施例１の空調システムを備えた建物１の概略構成を示している。
【００５３】
　まず、このような建物１は、基礎断熱として構築された基礎底盤コンクリート１ｂと、
その側縁に立設された基礎側壁コンクリート１ｃと、さらにその上に立設された外壁部１
ｄと、その外壁部１ｄの上端開口を塞ぐ天井部１ｅとから主に構成されている。
【００５４】
　そして、この天井部１ｅと外壁部１ｄとに囲まれる空間は、床としての床部１ａによっ
て床下空間４と居室などの床上空間５とが区切られている。この床部１ａは、特に床下空
間４側からの床下暖房を考慮して、床下空間４と床上空間５との間の熱の伝達を許容し、
断熱材が貼り付けられていない構成となっている。
【００５５】
　また、側壁コンクリート１ｃの床下空間４側には、グラスウールなどの基礎断熱材１０
が貼り付けられており、床下空間４内の暖気の熱が屋外に極力漏れない断熱構造となって
いる。
【００５６】
　さらに、この建物１は、図２に平面視で示したように、工場生産された４個の建物ユニ
ットＵ１，Ｕ２，Ｕ３，Ｕ４を、現地で接合して成るユニット建物である。
【００５７】
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　そして、建物１の外周の基礎である側壁コンクリート１ｃは連続しており、床下空間４
において、４個の建物ユニットＵ１，Ｕ２，Ｕ３，Ｕ４のコーナー部分で４本の柱同士が
隣り合う部分１ｉの下部には、束状の基礎１ｈが設けられているが、それ以外の部分には
、基礎は存在しない。
【００５８】
　なお、図１では、この実施例１の空調システムの構成及び作用効果を分かり易く説明す
るために、束状の基礎１ｈの記載は省略した。
【００５９】
　そして、実施例１の空調システムは、床下空間４に空調装置としてのエアコンディショ
ナの屋内機３が設置されている。
【００６０】
　ここで、この空調装置としてのエアコンディショナは、ヒートポンプ式であり、屋内機
３は、屋外に設置された屋外機２と接続されている。
【００６１】
　また、エアコンディショナの屋内機３の内部には、屋外機２に繋がっている熱媒循環管
路２１が接続されている。
【００６２】
　さらに、このエアコンディショナの屋内機３には、除湿機能を有するものが用いられて
おり、床下空間４から屋外へ貫通する排水用のドレイン１２が設けられている。
【００６３】
　また、このエアコンディショナの屋内機３は、吸込部３１と床上用放熱冷部としての床
上用吹出部３２と床下用放熱部としての床下用吹出部３３とを有している。
【００６４】
　さらに、このエアコンディショナの屋内機３には、床上用吹出部３２及び床下用吹出部
３３から空気を様々な強さで吹き出させることが可能なファン（図示せず）が内蔵されて
いる。
【００６５】
　また、床上用吹出部３２と床下用吹出部３３とには、電動ダンパーなどから成る開閉弁
３２ａ，３３ａがそれぞれ設けられている。
【００６６】
　さらに、床部１ａには、グリル付きの排気口６と２種類の給気口７，９とが設けられて
いる。
【００６７】
　ここで、給気口７は、ダクト８２によりエアコンディショナの屋内機３の床上用吹出部
３２と接続されており、別の給気口９は、ダクトを介さず、床下空間４と直接連通してい
る。
【００６８】
　また、ダクトを介さない別の給気口９には、回転可能な複数枚の羽板１１ａ，・・・か
ら成る開閉可能なガラリ１１が設けられている。
【００６９】
　そして、エアコンディショナの屋内機３の吸込部３１と排気口６との間もダクト８１で
接続されている。
【００７０】
　また、床上空間５には、所望の運転パターンに設定するためのコントローラ１３が設け
られている。
【００７１】
　次に、実施例１の空調システムの運転パターンについて説明する。
【００７２】
　まず、暖房運転時のパターンについて説明する。
【００７３】
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　床上空間５を、即効性を有する暖房のみで暖めたいときは、エアコンディショナの屋内
機３の床上用吹出部３２の開閉弁３２ａを開状態とし、床下用吹出部３３の開閉弁３３ａ
は閉状態とする。
【００７４】
　また、床部１ａのダクトを介さない給気口９は、ガラリ１１の羽板１１ａ，・・・を互
いに重なり合うまで回転して閉状態とする。
【００７５】
　そして、エアコンディショナの屋内機３を稼動させると、図３に示したように、床上空
間５のみで暖気が対流して、床上空間５が即座に暖まる。
【００７６】
　床上空間５を、床下暖房のみで暖めたいときは、エアコンディショナの屋内機３の床上
用吹出部３２の開閉弁３２ａを閉状態とし、床下用吹出部３３の開閉弁３３ａは開状態と
する。
【００７７】
　また、床部１ａのダクトを介さない給気口９は、ガラリ１１の羽板１１ａ，・・・を略
垂直状態に維持して開状態とする。
【００７８】
　そして、エアコンディショナの屋内機３を稼動させると、図４に示したように、床下空
間４が即座に暖められ、その熱が主に床部１ａを介して床上空間５へ伝達され、床上空間
５が均一にムラなく暖まる。
【００７９】
　厳寒期などに、床上空間５を、即効性を有する暖房及び床下暖房の両者で暖めたいとき
は、エアコンディショナの屋内機３の床上用吹出部３２の開閉弁３２ａを開状態とし、床
下用吹出部３３の開閉弁３３ａも開状態とする。
【００８０】
　また、床部１ａのダクトを介さない別の給気口９も、ガラリ１１の羽板１１ａ，・・・
を略垂直状態に維持して開状態とする。
【００８１】
　そして、エアコンディショナの屋内機３を稼動させると、図５に示したように、床上空
間５のみで対流する暖気と、主に床部１ａを介して床上空間５へ伝達され、床上空間５を
均一にムラなく暖める熱とで、床上空間５が即座に且つ均一にムラなく暖まる。
【００８２】
　次に、冷房運転時のパターンについて説明する。
【００８３】
　床上空間５を冷房で冷やしたいときは、エアコンディショナの屋内機３の床上用吹出部
３２の開閉弁３２ａを開状態とし、床下用吹出部３３の開閉弁３３ａは閉状態とする。
【００８４】
　また、床部１ａのダクトを介さない別の給気口９は、ガラリ１１の羽板１１ａ，・・・
を互いに重なり合うまで回転して閉状態とする。
【００８５】
　そして、エアコンディショナの屋内機３を稼動させると、図３に示したように、床上空
間５のみで冷気が対流して、床上空間５が即座に冷やされる。
【００８６】
　なお、この冷房運転時には、コントローラ１３で所望の湿度を設定することにより、エ
アコンディショナの屋内機３の除湿機能で除湿することもできる。
【００８７】
　次に、実施例１の作用効果について説明する。
【００８８】
　このような実施例１の空調システムは、建物１の床下空間４に空調装置としてのエアコ
ンディショナの屋内機３が設置されている。
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【００８９】
　そして、建物１の床部１ａに、排気口６と給気口７とが設けられており、排気口６とエ
アコンディショナの屋内機３の吸込部３１との間及び給気口７とエアコンディショナ３の
床上用放熱冷部としての床上用吹出部３２との間が、ダクト８１，８２でそれぞれ接続さ
れている。
【００９０】
　そのうえ、空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３には、床下空間４への床下
用吹出部３３が設けられているとともに、床部１ａには、ダクトを介さない別の給気口９
が設けられた構成とされている。
【００９１】
　こうした構成なので、暖房運転時には、ダクト８１，８２を介して、エアコンディショ
ナの屋内機３により、床上空間５を素早く暖める即効性を有する。
【００９２】
　また、エアコンディショナの屋内機３の床下用放熱部としての床下吹出し部３３から暖
気を吹き出し、床下空間４を暖めることで、床部１ａを介して熱が伝達し、床上空間５を
均一にムラなく暖めるとともに頭寒足熱の快適な環境となる床下暖房を行うこともできる
。
【００９３】
　さらに、冷房運転時には、ダクト８１，８２により、冷気が床下空間４に漏れないため
、結露を防止するとともに、床上空間５の冷房効果の低下を防止でき、実用化レベルで冷
房運転も行える。
【００９４】
　ここで、エアコンディショナの屋内機３の床上用吹出部３２と床下用吹出部３３とには
、開閉弁３２ａ，３３ａがそれぞれ設けられている。
【００９５】
　このため、特に、暖房運転時において、それぞれの開閉弁３２ａ，３３ａの開閉により
、エアコンディショナ３の床上用吹出部３２からの即効性を有する暖房と、床下用吹出部
３３からの床下暖房との切り替えが容易に行える。
【００９６】
　また、ダクトを介さない別の給気口９には、開閉可能な複数の羽板１１ａ，・・・から
成るガラリ１１が設けられているので、特に、冷房運転時において、このダクトを介さな
い別の給気口９を閉状態とすることにより、床下空間４へ冷気を流入させず、結露を防止
するとともに、床上空間５の冷房効果の低下を一層防止することができる。
【００９７】
　また、排気口６を通じて、エアコンディショナの屋内機３の吸込部３１が床上空間５の
空気を吸込可能とされている。
【００９８】
　このため、床下用吹出部３３から吹き出される暖気又は冷気は、埃の少ない床上空間５
を循環するので、エアコンディショナの屋内機３の吸込部３１のフィルターが目詰まりし
にくく、メンテナンスの頻度を大幅に低減することができる。
【００９９】
　さらに、空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３は、ヒートポンプ式であり、
屋外に設置された室外機２に接続されているので、ヒートポンプを用いるため、省エネル
ギー性能に優れたものとすることができる。
【０１００】
　また、床下空間４は、建物１の床としての床部１ａと基礎底盤コンクリート１ｂと基礎
側壁コンクリート１ｃとに囲まれているとともに、基礎側壁コンクリート１ｃには基礎断
熱材１０が取り付けられている。
【０１０１】
　このため、床下空間４が断熱構造とされ、床下空間４内の暖気の熱を屋外に極力漏らす
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ことなく、エネルギー効率のよい床下暖房を行える。
【０１０２】
　さらに、空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３が、除湿機能を有するので、
床上空間５に別途除湿機を設置する必要がなく、日本の湿度の高い夏期の冷房運転時にお
ける除湿を行うことができる。
【０１０３】
　また、エアコンディショナの屋内機３が暖房運転時には、床上用吹出部３２の開閉弁３
２ａと床下用吹出部３３の開閉弁３３ａのいずれか一方又は両者が開状態に制御される。
【０１０４】
　このため、所望の暖房、すなわち、エアコンディショナの屋内機３の床上用吹出部３２
からの即効性を有する暖房、床下用吹出部３３からの床下暖房又は両者による暖房を行え
る。
【０１０５】
　さらに、エアコンディショナの屋内機３が冷房運転時には、床下用吹出部３３の開閉弁
３３ａが閉状態に制御されるとともに、ダクトを介さない別の給気口９は、ガラリ１１の
羽板１１ａ，・・・を互いに重なり合うまで回転して閉状態に制御される。
【０１０６】
　このため、実用化できる冷房、すなわち、ダクトを介さない別の給気口９を閉状態とす
ることにより、床下空間４へ冷気を流入させず、結露を防止するとともに、床上空間５の
冷房効果の低下を防止する冷房を行える。
【０１０７】
　このような実施例１の建物１は、実施例１の空調システムを備えた構成とされているの
で、上記した作用効果を奏する建物とすることができる。
【０１０８】
　ここで、建物１は、工場生産された４個の建物ユニットＵ１，Ｕ２，Ｕ３，Ｕ４を、現
地で接合して成るユニット建物である。
【０１０９】
　そして、平面視で、建物１の外周の基礎としての側壁コンクリート１ｃは連続しており
、床下空間４において、４個の建物ユニットＵ１，Ｕ２，Ｕ３，Ｕ４のコーナー部分で４
本の柱同士が隣り合う部分１ｉの下部には、束状の基礎１ｈが設けられているが、それ以
外の部分には、基礎は存在しない。
【０１１０】
　このため、床下空間４が連続しているため、空調装置としてのエアコンディショナの屋
内機３の設置位置の自由度が高く、床下暖房を行った際の温度分布の均一性も高い。
【０１１１】
　また、空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３などが、床下空間４に設置され
ているので、床上空間５は、これらに占用されず、有効に利用することができるうえに、
意匠的外観が良い。
【実施例２】
【０１１２】
　次に、実施例２について説明する。
【０１１３】
　なお、実施例１で説明した内容と同一乃至均等な部分の説明については同一符号を付し
て説明する。
【０１１４】
　図６は、実施例２の空調システムを備えた建物１Ａの概略構成を示している。
【０１１５】
　この実施例２の建物１Ａでは、中間壁１ｆと２階部分の床部１ｇとが設けられており、
床上空間５が、１階部分の空間５１と２階部分の空間５２と吹き抜け空間５３とに区画さ
れていることが実施例１の建物１と主に異なる。
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【０１１６】
　この実施例２の空調システムでは、空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３０
に、電動ダンパーなどから成る開閉弁３４ａが設けられた２階用吹出部３４が追加して設
けられている。
【０１１７】
　また、２階部分の床部１ｇには、２つの給気口７０，７０が設けられており、これらの
給気口７０，７０とエアコンディショナの屋内機３０の２階用吹出部３４との間が、中間
壁１ｆ内及び床部１ｇ内を通ったダクト８３で接続されている。
【０１１８】
　さらに、エアコンディショナの屋内機３０には、床上用吹出部３２及び床下用吹出部３
３並びに２階用吹出部３４から空気を様々な強さで吹き出させることが可能なファン（図
示せず）が内蔵されている。
【０１１９】
　また、２階部分の空間５２には、所望の運転パターンに設定するためのコントローラ１
３Ａが設けられている。
【０１２０】
　次に、実施例２の空調システムの運転パターンについて説明する。
【０１２１】
　まず、２階部分の空間５２の暖房運転時のパターンについて説明する。
【０１２２】
　２階部分の空間５２を、暖房で暖めたいときは、エアコンディショナの屋内機３０の２
階用吹出部３４の開閉弁３４ａを開状態とし、床下用吹出部３３の開閉弁３３ａは閉状態
とする。
【０１２３】
　また、床部１ａのダクトを介さない別の給気口９は、ガラリ１１の羽板１１ａ，・・・
を互いに重なり合うまで回転して閉状態とする。
【０１２４】
　そして、エアコンディショナの屋内機３０を稼動させると、図７に示したように、２階
部分の空間５２から吹き抜け空間５３へ中間壁１ｆに設けられたドア（図示せず）の隙間
や階段（図示せず）などを介して暖気が対流して、２階部分の空間５２が暖まる。
【０１２５】
　ここで、給気口７０，７０には、ガラリ（図示せず）が設けられており、好みに応じて
、コントローラ１３Ａによる自動又は手動により、このガラリの傾斜を変化させて、風向
きを変えたり、給気口７０，７０の片方を閉じたりすることもできる。
【０１２６】
　次に、２階部分の空間５２の冷房運転時のパターンについて説明する。
【０１２７】
　２階部分の空間５２を冷房で冷やしたいときは、エアコンディショナの屋内機３０の２
階用吹出部３４の開閉弁３４ａを開状態とし、床下用吹出部３３の開閉弁３３ａは閉状態
とする。
【０１２８】
　また、床部１ａのダクトを介さない別の給気口９は、ガラリ１１の羽板１１ａ，・・・
を互いに重なり合うまで回転して閉状態とする。
【０１２９】
　そして、エアコンディショナの屋内機３０を稼動させると、図７に示したように、２階
部分の空間５２から吹き抜け空間５３へ中間壁１ｆに設けられたドア（図示せず）の隙間
や階段（図示せず）などを介して冷気が対流して、２階部分の空間５２が冷やされる。
【０１３０】
　ここで、給気口７０，７０には、ガラリ（図示せず）が設けられており、好みに応じて
、コントローラ１３Ａによる自動又は手動により、このガラリの傾斜を変化させて、風向
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きを変えたり、給気口７０，７０の片方を閉じたりすることもできる。
【０１３１】
　なお、この冷房運転時には、コントローラ１３Ａで所望の湿度を設定することにより、
エアコンディショナの屋内機３０の除湿機能で除湿することもできる。
【０１３２】
　なお、１階部分の空間５１の冷暖房運転時のパターンについては、実施例１で説明した
とおりである。
【０１３３】
　ここで、１階部分の空間５１と吹き抜け空間５３との間の空気の対流は、中間壁１ｆに
設けられたドア（図示せず）の隙間などから十分に可能である。
【０１３４】
　次に、実施例２の作用効果について説明する。
【０１３５】
　このような実施例２の空調システムは、建物１Ａの床上空間５に、１階部分の空間５１
と２階部分の空間５２と吹き抜け空間５３とが設けられている。
【０１３６】
　そして、２階部分の空間５２の床部１ｇに給気口７０，７０が設けられ、給気口７０，
７０と空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３０の２階用吹出部３４との間が、
ダクト８３で接続されている。
【０１３７】
　こうした構成なので、２階部分の空間５２の冷暖房も行える。
【０１３８】
　なお、他の構成及び作用効果については、実施例１と略同様であるので説明を省略する
。
【実施例３】
【０１３９】
　次に、実施例３について説明する。
【０１４０】
　なお、実施例１，２で説明した内容と同一乃至均等な部分の説明については同一符号を
付して説明する。
【０１４１】
　図８は、実施例３の空調システムを備えた建物１Ｂの概略構成を平面視で示している。
【０１４２】
　この実施例３の建物１Ｂでは、１階部分の空間５１が、リビング・ダイニング・キッチ
ンルームなどに用いられる第１の居室空間５１Ａと、ホールや廊下などに用いられる非居
室空間５１Ｂと、寝室や居間などに用いられる第２の居室空間５１Ｃとから成る。
【０１４３】
　また、空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３０Ａは、吸込部３１が４つ設け
られており、第１の居室空間５１Ａと非居室空間５１Ｂとの床部１ａに２つずつ設けられ
た排気口６，・・・とダクト８１を介してそれぞれ接続されている。
【０１４４】
　さらに、電動ダンパーなどから成る開閉弁３２ａが設けられた床上用吹出部３２は、ダ
クト８２に接続され、２分岐チャンバ３２１を介して、ダクト８２Ａ，８２Ａに接続され
、さらに２分岐チャンバ３２２を介して、ダクト８２Ｂ，・・・が第１の居室空間５１Ａ
の床部１ａに４つ設けられた給気口７，・・・にそれぞれ接続されている。
【０１４５】
　また、電動ダンパーなどから成る開閉弁３３ａが設けられた床下用吹出部３３は、ダク
ト８４に接続され、２分岐チャンバ３３１を介して、ダクト８４Ａ，８４Ａがそれぞれ接
続されている。
【０１４６】
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　そして、一方のダクト８４Ａの先端には、分岐チャンバとしての６分岐チャンバ３３２
が接続されており、この６分岐チャンバ３３２は、第１の居室空間５１Ａの略中央の下方
の床下空間４に配設されている。
【０１４７】
　他方のダクト８４Ａの先端には、分岐チャンバとしての２分岐チャンバ３３３が接続さ
れており、この２分岐チャンバ３３３は、非居室空間５１Ｂの略中央、つまりは１階部分
の空間５１の略中央の下方の床下空間４に配設されている。
【０１４８】
　そのうえで、第１の居室空間５１Ａの床部１ａには、２つのダクトを介さない別の給気
口９が設けられており、非居室空間５１Ｂと第２の居室空間５１Ｃの床部１ａには、１つ
のダクトを介さない別の給気口９がそれぞれ設けられている。
【０１４９】
　さらに、電動ダンパーなどから成る開閉弁３４ａが設けられた２階用吹出部３４は、ダ
クト８３が接続され、２分岐チャンバ３４１を介して、ダクト８３Ａ，８３Ａが接続され
、さらに２分岐チャンバ３４２を介して、ダクト８３Ｂ，・・・が接続されている。
【０１５０】
　そして、ダクト８３Ｂ，・・・は、中間壁１ｆ内を通して、図示を省略した２階部分の
空間５２の床部１ｇに設けられた給気口７０，・・・に接続されている。
【０１５１】
　すなわち、人が多く集まるリビング・ダイニング・キッチンルームなどに用いられる第
１の居室空間５１Ａでは、給気口７，・・・が設けられているため、即効性を有する冷暖
房を行うことができる。
【０１５２】
　また、第１の居室空間５１Ａは、その略中央の下方の床下空間４に、床下用吹出部３３
から接続されている分岐チャンバとしての６分岐チャンバ３３２が設けられているので、
床下空間４の多方向に暖気を吹き出すことができるため、床下暖房を効率的に行うことも
できる。
【０１５３】
　さらに、床下用吹出部３３から接続されている分岐チャンバとしての２分岐チャンバ３
３３が、非居室空間５１Ｂの略中央、つまりは１階部分の空間５１の略中央の下方の床下
空間４に設けられているとともに、ダクトを介さない別の給気口９が１階部分の空間５１
の外周部近傍に略均等に設けられているので、床下空間４の多方向に暖気を吹き出すこと
ができるため、非居室空間５１Ｂを含めた１階部分の空間５１全体の床暖房を効率的に行
うことができる。
【０１５４】
　すなわち、居室空間５１Ａ，５１Ｃと非居室空間５１Ｂとの温度差を小さくし、ヒート
ショックを防止することができる。
【０１５５】
　なお、他の構成及び作用効果については、実施例１，２と略同様であるので説明を省略
する。
【実施例４】
【０１５６】
　次に、実施例４について説明する。
【０１５７】
　なお、実施例１で説明した内容と同一乃至均等な部分の説明については同一符号を付し
て説明する。
【０１５８】
　図９は、実施例４の空調システムを備えた建物１Ｃの概略構成を示している。
【０１５９】
　この実施例４の建物１Ｃでは、排気口６とエアコンディショナの屋内機３の吸込部３１
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との間が、ダクト８１で接続されていないことが実施例１の建物１と主に異なる。
【０１６０】
　このため、エアコンディショナの屋内機３の設置位置の自由度が向上するうえに、ダク
ト８１を省略できる分、経済的に実施できる。
【０１６１】
　なお、他の構成及び作用効果については、実施例１と略同様であるので説明を省略する
。
【実施例５】
【０１６２】
　次に、実施例５について説明する。
【０１６３】
　なお、実施例１で説明した内容と同一乃至均等な部分の説明については同一符号を付し
て説明する。
【０１６４】
　図１０は、実施例５の空調システムを備えた建物１Ｄの概略構成を示している。
【０１６５】
　この実施例５の建物１Ｄでは、エアコンディショナの屋内機３に床下用吸込部３１Ａが
設けられており、床部１ａには、ダクトを介さない別の給気口９が設けられていないこと
が実施例１の建物１と主に異なる。
【０１６６】
　すなわち、床上空間５を、床下暖房で暖めたいときは、暖気は、エアコンディショナの
屋内機３の床下用吹出部３３から吹出され、床下用吸込部３１Ａへ吸込まれる床下空間４
内のみで対流するので、ダクトを介さない別の給気口９は不要となる。
【０１６７】
　このため、ダクトを介さない別の給気口９を設けないで済む分、床上空間５の意匠的外
観を向上させることができる。
【０１６８】
　なお、他の構成及び作用効果については、実施例１と略同様であるので説明を省略する
。
【０１６９】
　以上、図面を参照して、本発明を実施するための形態を実施例１～５に基づいて詳述し
てきたが、具体的な構成は、これらの実施例１～５に限らず、本発明の要旨を逸脱しない
程度の設計的変更は、本発明に含まれる。
【０１７０】
　例えば、実施例１～５では、本発明の空調システムの説明を簡単に行えるように、建物
１，１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄの構造などを単純化したが、これに限定されない。
【０１７１】
　すなわち、３階以上の階から成る複数の部屋を有する建物において、各部屋に対して、
本発明の空調システムを適用するようにして実施してもよい。
【０１７２】
　ここで、実施例１～５では、建物１，１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄをユニット建物として実
施したが、これに限定されず、通常の軸組み建物などで実施してもよい。
【０１７３】
　また、実施例１～５では、空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３，３０，３
０Ａを床下空間４に１台設置して実施したが、これに限定されず、必要に応じ、複数台設
置し実施してもよい。
【０１７４】
　さらに、実施例１～５では、空調装置としてヒートポンプ式のエアコンディショナの屋
内機３，３０，３０Ａを用いて実施したが、これに限定されない。
【０１７５】



(16) JP 2010-243142 A 2010.10.28

10

20

30

40

50

　例えば、暖房運転だけを目的とする場合は、空調装置として電熱器などを用いて実施し
てもよい。
【０１７６】
　或いは、空調装置は、床上用放熱冷部を有する部分をエアコンディショナの屋内機とし
、床下用放熱部を有する部分を電熱器とする構造として実施してもよい。
【０１７７】
　また、実施例１～５では、空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３，３０，３
０Ａに、１つのファンを内蔵し、床上用放熱冷部としての床上用吹出部３２と、床下用放
熱部としての床下用吹出部３３とに、それぞれ開閉弁３２ａ，３３ａをそれぞれ設けて実
施したが、これに限定されず、床上用吹出部３２と床下用吹出部３３とに個別にファンを
設けることで、それぞれ独立して制御可能となるようにして実施してもよい。
【０１７８】
　さらに、実施例１～５では、空調装置を１台のエアコンディショナの屋内機３，３０，
３０Ａで実施したが、これに限定されず、２台以上のエアコンディショナの屋内機に床上
用吹出部３２と床下用吹出部３３とを個別に設けることで、それぞれ独立して制御可能と
なるようにして実施してもよい。
【０１７９】
　また、実施例１，３，４，５では、排気口６，給気口７，及びダクトを介さない別の給
気口９などを床部１ａに設けて実施したが、これに限定されず、これらを床上空間５の内
壁などに設けて実施してもよい。
【０１８０】
　さらに、実施例２でも、給気口７０，７０を２階部分の空間５２の床部１ｇに設けて実
施したが、これに限定されず、これらを２階部分の空間５２の内壁などに設けて実施して
もよい。
【０１８１】
　また、実施例２では、ダクト８３を中間壁１ｆ内に通して実施したが、これに限定され
ず、例えば柱内に通して実施してもよい。
【０１８２】
　さらに、実施例３でも、ダクト８３Ｂを中間壁１ｆ内に通して実施したが、これに限定
されず、例えば柱内に通して実施してもよい。
【０１８３】
　また、実施例３では、分岐チャンバとしての６分岐チャンバ３３２と２分岐チャンバ３
３３とを、床下用吹出部３３に、ダクト８４、２分岐チャンバ３３１及びダクト８４Ａ，
８４Ａを介して、それぞれ接続して実施したが、これに限定されず、床下用吹出部３３に
分岐チャンバを直接接続して実施してもよい。
【０１８４】
　さらに、実施例３では、分岐チャンバとして、６分岐チャンバ３３２と２分岐チャンバ
３３３とを用いて実施したが、これに限定されず、例えば、３分岐チャンバや４分岐チャ
ンバなどを用いて実施してもよい。
【符号の説明】
【０１８５】
１　　　建物
１Ａ　　建物
１Ｂ　　建物
１Ｃ　　建物
１Ｄ　　建物
Ｕ１　　建物ユニット
Ｕ２　　建物ユニット
Ｕ３　　建物ユニット
Ｕ４　　建物ユニット



(17) JP 2010-243142 A 2010.10.28

10

20

30

１ａ　　床部（床）
１ｂ　　基礎底盤コンクリート
１ｃ　　基礎側壁コンクリート（建物の外周の基礎）
１ｇ　　２階部分（上階部分）の床部（床）
１ｈ　　束状の基礎
１ｉ　　柱同士が隣り合う部分
２　　　エアコンディショナの屋外機
３　　　エアコンディショナの屋内機（空調装置）
３０　　エアコンディショナの屋内機（空調装置）
３０Ａ　エアコンディショナの屋内機（空調装置）
３１　　吸込部
３１Ａ　床下用吸込部
３２　　床上用吹出部（床上用放熱冷部）
３３　　床下用吹出部（床下用放熱部）
３４　　２階用吹出部（上階用吹出部）
３２ａ　開閉弁
３３ａ　開閉弁
３４ａ　開閉弁
３３２　６分岐チャンバ（分岐チャンバ）
３３３　２分岐チャンバ（分岐チャンバ）
４　　　床下空間
５　　　床上空間
５１　　１階部分の空間
５２　　２階部分の空間（上階部分の空間）
６　　　排気口
７　　　給気口
７０　　給気口
８１　　ダクト
８２　　ダクト
８２Ａ　ダクト
８３　　ダクト
８３Ａ　ダクト
８３Ｂ　ダクト
８４　　ダクト
８４Ａ　ダクト
９　　　別の給気口
１０　　基礎断熱材
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月23日(2010.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物の床下空間に空調装置が設置された空調システムであって、
　前記空調装置には、床上用放熱冷部と、床下用放熱部と、吸込部とが設けられており、
　前記空調装置は、暖房運転時には温風を吹き出し、冷房運転時には冷風を吹き出す、屋
外に設置された屋外機と接続されているヒートポンプ式のエアコンディショナの屋内機で
あり、前記床上用放熱冷部は、床上用吹出部であり、
　前記建物の床上空間に面して給気口が設けられており、
　前記空調装置の前記床上用放熱冷部と前記給気口とがダクトを介して接続されて、前記
床上空間に放熱冷可能とされ、
　前記空調装置の前記床下用放熱部は、前記床下空間に放熱可能とされており、
　暖房運転時には、前記床上用放熱冷部と前記床下用放熱部のいずれか一方又は両者から
放熱する制御がなされるとともに、
　冷房運転時には、前記床上用放熱冷部から放冷し、前記床下用放熱部からは放冷しない
制御がなされることを特徴とする空調システム。
【請求項２】
　前記床上空間に面して排気口が設けられており、当該排気口を通じて、前記空調装置の
前記吸込部が前記床上空間の空気を吸込可能とされていることを特徴とする請求項１に記
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載の空調システム。
【請求項３】
　前記排気口と前記空調装置の前記吸込部とが、ダクトを介して接続されていることを特
徴とする請求項２に記載の空調システム。
【請求項４】
　前記空調装置の前記床下用放熱部は、温風を吹き出す床下用吹出部であることを特徴と
する請求項１乃至３のいずれか１項に記載の空調システム。
【請求項５】
　前記床上空間に面して、前記給気口とは別の給気口が設けられており、当該別の給気口
は、前記床下空間と前記床上空間との間を連通していることを特徴とする請求項１乃至４
のいずれか１項に記載の空調システム。
【請求項６】
　前記空調装置の前記床上用放熱冷部からの放熱冷と、前記床下用放熱部からの放熱とを
、それぞれ独立して制御可能とされていることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１
項に記載の空調システム。
【請求項７】
　前記空調装置に、前記吸込部とは別に、床下用吸込部が設けられていることを特徴とす
る請求項１乃至６のいずれか１項に記載の空調システム。
【請求項８】
　前記建物の前記床上空間には、１階部分の空間と上階部分の空間とが設けられており、
前記上階部分の空間に面して給気口が設けられ、当該給気口と前記空調装置の上階用吹出
部との間も、ダクトで接続されていることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に
記載の空調システム。
【請求項９】
　前記別の給気口は、開閉可能とされていることを特徴とする請求項５に記載の空調シス
テム。
【請求項１０】
　前記床下空間は、前記建物の床と基礎底盤コンクリートと基礎側壁コンクリートとに囲
まれているとともに、前記基礎側壁コンクリートには基礎断熱材が取り付けられているこ
とを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の空調システム。
【請求項１１】
　前記空調装置は、除湿機能を有することを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項
に記載の空調システム。
【請求項１２】
　前記空調装置の前記床下用放熱部に、分岐チャンバが接続されていることを特徴とする
請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の空調システム。
【請求項１３】
　前記空調装置が前記床下空間に複数台設置されていることを特徴とする請求項１乃至１
２のいずれか１項に記載の空調システム。
【請求項１４】
　請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の空調システムを備えていることを特徴とする
建物。
【請求項１５】
　前記建物は、工場生産された複数の建物ユニットを、現地で接合して成るユニット建物
であり、平面視で、当該ユニット建物の外周の基礎は連続しており、前記床下空間におい
て、前記複数の建物ユニットのコーナー部分で柱同士が隣り合う部分の下部には、束状の
基礎が設けられているが、それ以外の部分には、基礎は存在しないことを特徴とする請求
項１４に記載の建物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　前記目的を達成するために、本発明の空調システムは、建物の床下空間に空調装置が設
置された空調システムであって、前記空調装置には、床上用放熱冷部と、床下用放熱部と
、吸込部とが設けられており、前記空調装置は、暖房運転時には温風を吹き出し、冷房運
転時には冷風を吹き出す、屋外に設置された屋外機と接続されているヒートポンプ式のエ
アコンディショナの屋内機であり、前記床上用放熱冷部は、床上用吹出部であり、前記建
物の床上空間に面して給気口が設けられており、前記空調装置の前記床上用放熱冷部と前
記給気口とがダクトを介して接続されて、前記床上空間に放熱冷可能とされ、前記空調装
置の前記床下用放熱部は、前記床下空間に放熱可能とされており、暖房運転時には、前記
床上用放熱冷部と前記床下用放熱部のいずれか一方又は両者から放熱する制御がなされる
とともに、冷房運転時には、前記床上用放熱冷部から放冷し、前記床下用放熱部からは放
冷しない制御がなされることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　そして、空調装置には、床上用放熱冷部と、床下用放熱部と、吸込部とが設けられてお
り、空調装置は、暖房運転時には温風を吹き出し、冷房運転時には冷風を吹き出す、屋外
に設置された屋外機と接続されているヒートポンプ式のエアコンディショナの屋内機であ
り、床上用放熱冷部は、床上用吹出部であり、建物の床上空間に面して給気口が設けられ
ており、空調装置の前記床上用放熱冷部と給気口とがダクトを介して接続されて、床上空
間に放熱冷可能とされ、空調装置の床下用放熱部は、床下空間に放熱可能とされている。
　そのうえで、暖房運転時には、床上用放熱冷部と床下用放熱部のいずれか一方又は両者
から放熱する制御がなされるとともに、冷房運転時には、床上用放熱冷部から放冷し、床
下用放熱部からは放冷しない制御がなされる構成とされている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００３１】
　また、空調装置の床下用吹出部である床下用放熱冷部から暖気を吹き出し、床下空間を
暖めることで、床を介して熱が伝達し、床上空間を均一にムラなく暖めるとともに頭寒足
熱の快適な環境となる床下暖房を行うこともできる。
　さらに、空調装置が、ヒートポンプ式のエアコンディショナの屋内機であり、屋外に設
置された屋外機と接続されており、ヒートポンプを用いるため、省エネルギー性能に優れ
たものとすることができる。
　また、暖房運転時には、床上用放熱冷部と床下用放熱部のいずれか一方又は両者から放
熱する制御がなされるので、所望の暖房、すなわち、空調装置の床上用放熱冷部からの即
効性を有する暖房、床下用放熱部からの床下暖房又は両者による暖房を行える。
　さらに、冷房運転時には、床上用放熱冷部から放冷し、床下用放熱部からは放冷しない
制御がなされるので、実用化できる冷房、すなわち、床下空間へ冷気を極力流入させず、
結露を防止するとともに、床上空間の冷房効率の低下を防止する冷房を行える。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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